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電中研レビュー第38号「大気拡散予測手法」をお届け

いたします。

電力中央研究所が本格的に大気拡散や気象の研究に取

り組み始めて、すでに35年の年月が経ちました。この間、

大気環境問題は、煙突からのばいじん、SOｘ、NOｘと

いった地域の環境問題から、地球温暖化などの地球規模

での環境問題へと移ってきました。

当所が進めてきた火力発電所や原子力発電所を対象と

したリモートセンシングによる気象解析法の研究成果、

ならびに風洞実験や数値解析による排ガス拡散評価法の

研究成果は、発電所の立地における環境影響評価の元と

なるとともに、個々の立地地点に対しては、現地観測や

拡散実験などで協力してまいりました。

昨年、環境影響評価法が施行され、資源エネルギー庁

からは「発電所に係る環境影響評価の手引」が発刊され、

この取りまとめの中で、当所の成果も反映させていただ

いております。これを契機に、当所の長年の成果を取り

まとめました。

本レビューが、大気拡散予測についての、過去から現

在までの理解の一助になりますことを、願ってやみませ

ん。

最後になりましたが、巻頭言をご執筆いただきました

工学院大学 北林興二教授に、心より感謝させていただ

きます。

編　集　後　記

表　紙　絵
当所では、火力・原子力発電所と地

域との共生を目指して、発電所の景観
や緑化などのデザインをシミュレーシ
ョンするシステムを開発してきました。
表紙のコンピュータグラフィックス
（CG）は、この景観シミュレーションシ
ステムを用いて、将来の地域共生型発
電所のデザイン案を作成したものです。
なお、このシステムは電力中央研究

所のホームページでも簡単に操作でき
るように公開しています。興味のある
方は、次のアドレスへ是非アクセスし
てみて下さい。
http : //criepi. denken. or. jp/CRIEPI/
serc/socio. htm
（電力中央研究所　経済社会研究所

上席研究員　山本公夫）


